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1 .臨床材料: 1966年 1 月から 1968年12月迄に大阪大学放射線科において、 850R 週 1 回あるいは




60 と Cs-137の Y線の外部照射で治療された。
2. 判定基準:頚部腫癌を原発疾患別ならびに腫壌の大きさによって分類した。大きさについては
腫癌最大径が 3 cm を超えるものを大腫宿、 3 cm .L-:J下のものを小腫癌とした。照射効果は臨床的腫蕩完
全消失で判定した。総線量、時間配量、分割回数の様式が症例により異ったために、線量の評価には
Ellis の提唱する等価 1 回線量 (ESD) 変換式を用いた。
3. 等価 l 回線量と腫蕩消失率について:大線量間歓周期的照射法で治療された頚部腫宿は 1 ， 400
rads 以上照射された場合に腫虜消失率は著しく上昇した。連日照射法で治療された頚部リンパ節転移
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この差を数学的に検定すると、 x 2今 4 .4であり 5%の危険率で有意の差と判定された。
5. 頚部腫癌径と腫蕩消失率について:腫蕩消失率を大線量間歓周期的照射法と連日照射法で取扱
った下咽頭癌、上顎癌、喉頭癌の症例の腫癌径についてのみみると、各疾患を平均して小腫癌は68% 、




















多数の転移性頚部リンパ節腫を材料として、大気下照射における Dose Time-Fractionation pattern 
に従来の連日照射法とは異る様式を取入れ、しかも連日照射法のそれと比較することにより、本法の
照射効果の優秀性を数学的に有意差をもって実証した成果は臨床上全く新しい報告である。本研究は
多年問題とされて来た Time Factor さらにFractionation と Time Spacingのあり方を生物学との重大
な一接点として臨床的見地、特に治療効果と副作用の点に立って解明したことに意義がある。
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さらに将来の発展性に期待のもたれている高圧酸素放射線治療に取組む第一歩として是非必要な段
階であり、この成果は高圧酸素による増感性の正しい把握の前提に、分割様式による線量基準の正し
い評価が必要で、あることを立証したものである。
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